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 非常勤講師

松永隼人・講師 非常勤講師（治療総論・薬理学） 長崎市医師会看護専門学校

有賀　純・教授 非常勤講師（治療総論・薬理学） 長崎市医師会看護専門学校

畑山　実・講師 非常勤講師（治療総論・薬理学） 長崎市医師会看護専門学校

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

有賀　純・教授 非常勤講師（薬理学） 福岡大学医学部

研　究　題　目

有賀　純・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業　基盤研究(B)「LRR膜タ
ンパク質によるセロトニン性神経系の発達制
御の破綻による病態の解明」

有賀　純・教授 先進医薬研究振興財団 代表
研究助成金「LRR膜タンパク質によるモノアミ
ン神経系制御と気分障害・強迫スペクトラム
症の病態」

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担

有賀 純・教授
Frontiers in Molecular Neuroscience,
Associate Editor

Frontiers Media

有賀 純・教授 Scientific Reports, Associate Editor Springer Nature

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

有賀 純・教授 学術評議員 公益社団法人日本薬理学会
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医科薬理学分野
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